
学部がそれぞれ移転し，本学におけるグローバル系
学部がみなとみらいに集結した。本キャンパスは約
5,000名の学生が学ぶ21階建てのビル型キャンパス
であり，下層階には人と知の交流拠点である「ソー
シャルコモンズ」を設置し，社会との連携強化も志
向している。

本稿では，本キャンパスの目玉の一つとして導入

1．はじめに
神奈川大学は横浜キャンパス，湘南ひらつかキャ

ンパスに続く 3 キャンパス目として2021年 4 月にみ
なとみらいキャンパスを開設した。みなとみらい地
区においては，初めての総合大学のキャンパス設置
である。既存の横浜キャンパスから外国語学部と国
際日本学部が，湘南ひらつかキャンパスからは経営

抄録： 神奈川大学は，2021年 4 月に新たに 3 キャンパス目となるみなとみらいキャンパスを横浜市みなとみ
らい地区に開設した。このキャンパスの図書館では，本学の調査によれば日本の大学で初となる，スマートフォ
ンアプリによる貸出サービスを導入した。本論文では，まずサービス導入の経緯，貸出アプリの詳細に関して
論じた。続けて，貸出方法ごとの貸出件数の比較や，アプリを導入していないキャンパスとの貸出件数の比較，
本キャンパスの学部に所属する学生の平均貸出冊数の変化などを調査し，利用者の貸出行動への影響を考察し
た。
キーワード：スマートフォンアプリ，貸出アプリ，新図書館，資料配架，リエゾンライブラリアン，貸出統計，
IC タグ，BDS（ブックディテクションシステム），セキュリティ
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lending books

小　池　孝　昌1

Takamasa KOIKE1

みなとみらいキャンパスの全景

大学図書館研究 121号（2022. 8）

2139-1



しかし，キャンパス共有部への資料の配架には問
題点もあった。みなとみらい地区全体の再開発は横
浜市の事業であり，本学が取得した土地の所有者で
あった横浜市から，公共図書館のないみなとみらい
地区において，近隣住民も利用できるような図書館
の設置が本学に期待されていた。そこで，本学は図
書館をキャンパス下層部に設置することを計画した
が，仮に上層階に資料を配架するのであれば，貸出
手続きの際に毎回下層部の図書館に立ち寄る必要が
生じ，利便性の悪さにより学生の資料を利用しよう
という意欲が減退しかねない。上層部を中心に各フ
ロアに自動貸出機を設置すればこの問題は解消され
るが，設置台数に応じてコストが跳ね上がってしま
う。新キャンパスの建築という大規模投資を行う局
面にあっては，各部署では極力コストを抑える必要
があった。そこで，低コストかつ利用者にとって利
便性の高い貸出システムについての検討を開始した。

2.2　先行事例
新しい貸出システムの検討中に実施された2019年

の図書館総合展の講演会において，本件に関する非
常に重要な知見が得られた。丸善雄松堂株式会社が
主催した，相模女子大学の宮原准教授（当時）によ
る講演，「Libraries for Life: シンガポール市民の居
場所～コミュニティー形成における図書館の役割を
考える～」において，シンガポールの公共図書館の
取り組みが紹介されたが，シンガポールの公共図書
館ではスマートフォンアプリを活用した図書の貸出
サービスを実施している。また独自調査の結果，イ
ギリスのマンチェスター大学においてもスマート
フォンアプリを活用したサービスが実施されている
ことが分かった。

日本の大学生のスマートフォン所持率は年々上昇
している。2020年の総務省による調査1）では20歳代
の所有率は90% を超えており， 本学の学生にとっ
ても利便性に問題はなく，また自動貸出機を複数台

したスマートフォンアプリによる図書の貸出サービ
スについて紹介する。

写真 1　ソーシャルコモンズ

2．貸出スマートフォンアプリの導入
2.1　導入の経緯

本キャンパスは先述の通りビル型のキャンパスで
あり，収容学生数に対して延べ床面積が限られてい
た。このため，設計段階ではキャンパスの 2 ・ 3 階
に設置されることになった図書館における収蔵可能
冊数は約16万冊に留まると試算されていた。

一方で，本キャンパスに移転する学部は人文・社
会学系の学部であり，紙の資料に対するニーズは強
かった。既存キャンパス図書館に所蔵されている資
料数から試算した，図書館が想定する必要な蔵書数
は約30万冊であり，上記の収容可能冊数の見込みと
は大きく乖離していた。

この問題を解決するために，本キャンパスでは図
書館外の共有部に書架を設置し，資料を配架するこ
ととなった。この施策により，約 3 万 6 千冊の資料
を追加で配架することが可能となり，結果的に教室
やラーニングコモンズといった学びの現場により近
い場所に資料を配架することが可能となった。本学
では，これを「キャンパス全体の図書館化」と呼称
している。

写真 2　みなとみらい図書館（ 2 階）

写真 3　ラーニングコモンズへの資料配架例
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ユーザーを一律に切り捨てるシステムの採用は難し
いと判断された。

そこで次の案として，本学が必要とするシステム
の要件を洗い出し，本学の図書館管理システムベン
ダーである富士通株式会社（当時。現富士通 Japan
株式会社）にシステムへの機能追加が実現可能か，
検討を依頼することになった。

2.3.1　要件の設定
本学における貸出アプリの要件は以下の通りであ

る。
⑴ iOS と Android，どちらの OS にも対応すること
⑵利用者の貸出権限を参照すること
⑶ UHF 帯の IC タグによる持出防止管理に対応す

ること

この要件をまとめると，IC タグへの貸出情報の
書き込みが実現できない iOS に対応するためには，
持出防止管理を行う BDS（ブックディテクション
システム）が図書館システムと通信し，貸出状況を
参照する必要があることがわかる。富士通（株）が
提供する図書館管理システムと連携可能な BDS
メーカーを検討したところ，株式会社ソフエルの名
前が挙がった。富士通（株），（株）ソフエルとの協
議により，貸出アプリの実装が可能であることを確
認し，富士通（株）に開発の依頼を行った。

2.3.2　貸出アプリの仕様
富士通（株）は図書館管理システムの利用者向け

アプリとして「Ufinity」 を提供している。 今回は
このアプリに貸出機能を追加することとなった。

基本的な仕様はシンガポールやイギリスの事例を
参考にしている。
⑴アプリから図書館システムに利用者 ID を用いて

ログインする。
⑵資料に貼付された管理用バーコードをカメラで読

み込む。
⑶アプリが図書館システムと通信し，書誌情報を取

得する。
⑷閲覧規則や利用者情報を参照し貸出処理を実施す

る。

持出防止管理には IC タグに対応した BDS を設置
して対応した。この BDS は IC タグに書き込まれた
貸出情報を参照するのではなく，IC タグからは資料
に付与された ID を取得し，図書館システムと通信し
該当資料の貸出情報を参照する仕組みとなっている。

以下，アプリのスクリーンショットである。アプ

設置する案よりも低コストとなる可能性が高いと評
価された。そこで，スマートフォンによる貸出アプ
リの導入の検討を開始し，まずは先行事例の調査を
行った。

2.2.1　シンガポールの公共図書館における事例
シンガポールの公共図書館が提供しているスマー

トフォンアプリ「NLB Mobile app」には図書の貸
出サービス機能が搭載されている。

貸出の手順は，まずアプリ上から図書館システム
上の利用者 ID にてログインを行う。次にデバイス
に搭載されたカメラを用いて，資料に貼付された図
書館独自のバーコードを読み込み，図書館システム
と通信し，資料を特定する。その後，利用者の貸出
権限などを確認し，貸出処理を実施する。

このアプリは Bibliotheca 社のシステムを活用し
ている。 そこで， 日本法人であるビブリオテカ・
ジャパン株式会社にコンタクトし，詳細のヒアリン
グを実施した。

2.2.2　マンチェスター大学における事例
イ ギ リ ス の マ ン チ ェ ス タ ー 大 学 が 提 供 す る

「CheckOut app」というスマートフォンアプリでも
図書の貸出サービスを提供している。 このアプリ
は，資料に貼付されている IC タグを読み込み資料
を特定し，さらに貸出が完了すると IC タグに貸出
情報を書き込む仕組みとなっている。持出防止管理
は IC タグで行うことになる。なお，IC タグに情報
を書き込む仕様上，iOS が搭載されている端末では IC
タグの書き込み権限が与えられないため，Android
端末のみへのアプリ提供となる。

2.3　導入の検討
まず，シンガポールとイギリス双方の事例を本学

で導入可能かどうかを検討した。
前提として，本キャンパスではかねてより IC タ

グによる持出防止管理を実施する予定であったが，
導入コストや通信距離などの仕様，他館における使
用実績などを考慮し UHF 帯の IC タグを採用する
方針を決め，本キャンパスに移設する全資料に対し
て，IC タグの貼付とエンコード作業を始めていた。

シンガポールの事例については，ヒアリングの段
階で UHF 帯の IC タグによる持出防止管理との連
携が難しいと判断された。

イギリスの事例における問題点は iOS 搭載端末
に対応しない点である。 日本は諸外国と比較し，
iOS 搭載端末の所持率が高い。MMD 研究所の調査2）

によれば20歳代の所持率は約60% であり， 多くの
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取得することでキャンパス内での利用であること
を確認する。

⑶本学の管理用バーコードを読み込んだ場合のみ貸
出可とすることで，資料の現物が手元にない状態
での貸出は不可とする。

⑷配置場所がみなとみらいキャンパスである資料の
み動作する設定であり， 環境が整っていない他
キャンパスでは動作しない。

なお，通常 BDS は図書館の出入口に設置するこ
とが多いが，本キャンパスでは図書館外にも資料が
配架されるため，キャンパスの出入口に BDS を設
置している。BDS と図書館が離れると，BDS の発
報時に図書館のスタッフが駆けつけることができな
いため， 警備部門にも管理用端末を設置し，BDS
管理ソフト上の発報状況を警備部門と双方で確認す
ることで，BDS の設置場所によっては警備部門が
発報の一次対応を取る体制を整えている。

写真 7　キャンパス出入口に設置される BDS の例

写真 8　発報時の BDS 管理ソフト

2.4　図書館サービスへの影響
貸出アプリの導入が本学の図書館サービスにどの

ような影響を与えたかについてまとめる。

2.4.1　カウンターサービスへの影響
貸出アプリを導入することで，カウンターにおけ

る貸出対応業務を大きく削減できる見込みがたっ
た。そこで，削減された業務分を単純な人件費の削

リをインストールし，接続機関を神奈川大学に設定
しログインすると，ホーム画面に「貸出」ボタンが
表示される。本学以外の機関に接続した場合は表示
されない。

写真 4　貸出アプリのホーム画面

「貸出」ボタンをタップするとカメラが起動する。
カメラで管理用バーコードを読み取ると自動で検索
が実施され， 資料が特定される。 その後，「貸出」
ボタンをタップすると，貸出処理が実施される。

写真 5　所蔵詳細画面

貸出処理が完了した場合，貸出期限日が表示される。

写真 6　貸出完了画面

2.3.3　セキュリティの考え方
安全・安定的なサービスの実施のため，セキュリ

ティについては以下の通りルールを定めた。
⑴利用者 ID によるログインを必須とし，図書館シ

ステムに登録されていない者の利用を防ぐ。
⑵学内無線ネットワークに接続し，また位置情報を
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込み，学内者への広報を図った。
学外者に対するプレスリリースの効果は大きく，

メディアによる取材9）10）や，寄稿依頼11），講演依頼
を受けることで，様々な形でサービスの周知が図る
ことができた。

またアプリの提供元である富士通 Japan（株）の
依頼により，「図書館総合展2021」にて事例紹介を
行った。

2.6　他キャンパスへの展開
2022年 5 月現在， このサービスはみなとみらい

キャンパスのみで提供されているが，今後は他キャ
ンパスの図書館へも展開予定である。

横浜キャンパスの図書館（横浜図書館）は，2022
年 4 月に 1 年の改修工事を経てリニューアルオープ
ンした。リニューアルの際に持出防止管理を IC タ
グに切り替え，開架資料への IC タグ貼付を完了し
た段階である。今後，新図書館での運用を整備した
ところで，横浜図書館でも貸出アプリの運用を開始
する予定である。

なお，湘南ひらつかキャンパス（平塚図書館）に
ついては，2022年度をもって横浜キャンパスへ移転
を行う予定であり，貸出アプリの運用は見送る予定
である。

3．貸出冊数の変化
3.1　利用状況と効果測定

開設 1 年目かつコロナ禍というイレギュラーな状
況ではあるが，貸出サービスに関する2021年度の各
種統計を用いて，貸出アプリの利用状況と効果の測
定を行った。

3.1.1　貸出方法別の貸出冊数
まず， みなとみらいキャンパスにて実行された

2021年度の図書の貸出件数を，貸出方法別に集計し
た。みなとみらいキャンパスでは自動貸出機を 2 台
導入し，キャンパスの出入口となる 1 階と 2 階の図
書館内に設置している。

表 1　貸出方法別の貸出冊数

カウンター 自動貸出機 アプリ 合計
5,752冊 10,000冊 1,492冊 17,244冊

33.4% 58.0% 8.7% 100%

減に充てるのではなく，レファレンスサービスの充
実に充てることとした。具体的には，リエゾンライ
ブラリアンの設置である。リエゾンライブラリアン
は『Dictionary for Library and Information 
Science』（2004）で，教員と図書館員との間の仲介
人3）と定義されている。本学ではみなとみらいキャ
ンパスに設置されている三学部の専任担当者として
位置付けている。各学部に所属する教員や学生から
受ける各種問い合わせの一次対応者となり，必要に
応じて図書館内，もしくは図書館外の担当部門へ展
開を行う。

なお，リエゾンライブラリアンは，担当学部の学
問領域に対して知識を有している者を配置している
が，司書資格を有してはいるものの，いわゆるサブ
ジェクトライブラリアンのような専門的知識や経
験4）5）までは要求していない。

リエゾンライブラリアンは学部ごとに 2 名を配置
し，所属教員には学期毎に氏名と連絡先を通知して
いる。また，図書館スタッフの勤務体系はシフト制
であるが，カウンター応対時も可能な限り教員や学
生の所属先のリエゾンライブラリアンが対応し，担
当学部の課題やニーズを把握しサービスの提供に結
び付けるよう留意している。

2.4.2　その他のサービスへの影響
本キャンパスでは事務部門全体でペーパーレス化

を進めている。他キャンパスの図書館では冊子で作
成してきた利用案内も，みなとみらい図書館では電
子版に移行した。貸出手続をスマートフォン上でも
可能としたことで，結果として学生にとって馴染み
のあるスマートフォン上で，様々な手続きが完結す
るようになった。

図書館外の共有スペースへの資料配架について
は，その場で貸出ができるアプリの導入により，こ
れまで難しかった演習室や教員研究室の近くへの資
料配架が可能となった。結果として，授業やゼミ
ナールで使用する頻度の高い資料を教育現場のより
近くに配架することが可能となった。

2.5　サービスの広報
本学の調査によれば国内の一定以上の規模の図書

館で同等の貸出アプリを導入しているケースは見受
けられなかった。日本初であると銘打てば，大きな
宣伝効果が生まれると見込んで，広報担当部署と相
談の上，学外についてはプレスリリース6）を打つこ
ととした。

同時に，図書館ホームページ7）や利用者案内であ
る『図書館利用の手引き』8）にアプリの情報を盛り
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資料の大部分は 2 階と 3 階にある図書館内に配架
されているため， 母体となる資料数が大きく異な
り，貸出件数には差がある。しかし，貸出方法の内
訳をみると， 4 階以上は 3 階以下と比較し，明らか
にアプリの利用率が高い。図書館から離れたフロア
に配架された資料の貸出に役立てる，という目標は
ある程度達成されていると考える。

3.1.3　キャンパス別の貸出冊数と利用率（全利用
者）

次に，貸出アプリや自動貸出機の有無が利用者に
とって資料の利用意欲に繋がったかどうかを確認す
るために，キャンパス別の貸出冊数を集計した。こ
の集計では他キャンパスで貸出を行った場合も，所
蔵元のキャンパスで集計される。まず，キャンパス
別に年間貸出冊数の合計を算出し，蔵書数で除して
利用率を算出した。ただしこの利用率は , 館内閲覧
による利用は考慮していない。

表 3　キャンパス別の蔵書数と貸出冊数

横浜 平塚 みなと
みらい

貸出
冊数 25,492 5,524 17,112

蔵書数 1,153,573 194,917 153,554
利用率 2.2% 2.8% 11.1%

図 3　キャンパス別貸出冊数と利用率
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横浜図書館と平塚図書館は蔵書数に差があるもの
の，利用率はあまり変わらない。一方で，みなとみ
らい図書館は利用率が明らかに高い。ただし，みな
とみらいキャンパス開設にあたり，利用頻度が高い
であろう資料を優先的に既存キャンパスから移設し
たため，利用率に影響した可能性がある。そこで，
横浜図書館と平塚図書館の利用率の推移を確認す
る。

図 1　貸出方法別の貸出冊数
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割合としては，自動貸出機が多くなっている。こ
れは，みなとみらいキャンパスで本学としては初め
て自動貸出機を導入したため，カウンターに貸出の
問い合わせに来た利用者を自動貸出機に誘導したこ
とが原因と考えられる。なお，他キャンパスから取
り寄せた資料は全てカウンターで貸出処理を行って
いる。

3.1.2　配架場所ごとの貸出方法の集計
貸出アプリの狙いは，図書館カウンターや自動貸

出機を利用しづらい環境であっても気兼ねなく資料
を借り出すことができるようにすることである。

そこで，カウンターや自動貸出機を利用しづらい
環境である 4 階以上と 3 階以下での貸出方法別の状
況を比較してみた。なお，3.1.1で触れた総貸出冊数
は前述のとおり他キャンパスから取り寄せた資料も
カウントしているため，合計は一致しない。

表 2　配置場所ごとの貸出方法

カウンター 自動貸出機 アプリ 合計
3 階
以下

2,809
（20.1%）

9,770
（69.9%）

1,394
（10.0%） 13,973

4 階
以上

113
（25.8%）

227
（51.8%）

98
（22.4%） 438

図 2　配置場所ごとの貸出方法
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ロナ以前の利用率と比較しても，2021年度のみなと
みらい図書館の利用率は健闘しているといえる。

3.1.4　学生の貸出冊数の集計（キャンパス別）
次に，利用者の大部分を占め，貸出アプリのメイ

ンターゲットとなる学生に絞ってキャンパス別の貸
出冊数を集計した。この集計では，各キャンパスに
設置されている学部の所属学生の貸出冊数を算出
し，学生数で除して学生一人当たりの平均年間貸出
冊数を算出した。

表 6  学生の貸出冊数（キャンパス別）

横浜 平塚 みなとみらい
貸出
冊数 15,099冊 3,067冊 15,366冊

学生数 11,350名 1,521名 4,462名
平均 1.33冊 2.02冊 3.44冊

みなとみらいキャンパスの学生の平均貸出冊数が
非常に多くなっている。しかし，みなとみらいキャ
ンパスに移転した学部が他学部と比較して，以前か
ら図書の利用意欲が旺盛であったとも考えられる。
その場合は，平均貸出冊数の多さに貸出アプリは寄
与していないことになる。そこで，みなとみらい
キャンパスに移転した経営学部，国際日本学部，外
国語学部の三学部の平均年間貸出冊数の推移を確認
する。

表 7　年間貸出冊数の推移（経営学部）

2017 2018 2019 2020 2021
貸出冊数 13,152 11,214 9,185 1,571 4,292
学生数 2,146 2,228 2,147 2,176 2,176
平均 6.13 5.03 4.28 0.72 1.97

図 5　キャンパス別の貸出冊数（学生）
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表 4  横浜図書館の資料利用率の推移

2017 2018 2019
貸出冊数 75,983 73,531 71,453
蔵書数 1,189,492 1,203,675 1,215,196
利用率 6.4% 6.1% 5.9%

2020 2021
貸出冊数 15,717 25,492
蔵書数 1,247,831 1,153,573
利用率 1.3% 2.2%

表 5  平塚図書館の資料利用率の推移

2017 2018 2019
貸出冊数 28,385 24,868 21,752
蔵書数 226,009 229,039 233,752
利用率 12.6% 10.9% 9.3%

2020 2021
貸出冊数 3,884 5,524
蔵書数 235,838 194,917
利用率 1.6% 2.8%

図 4　各図書館の資料利用率の推移
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まず横浜図書館であるが，利用率は減少傾向にあ
る。大きく落ち込んでいる2020年度は新型コロナウ
イルスの感染拡大により，オンライン授業の実施や
図書館の臨時閉館など，様々な特殊事情によると思
われる。また，2021年度は改修工事のため仮設図書
館でサービスを縮小しての運営や臨時閉館があった
ため，利用率は回復しきっていない。表 4 のコロナ
以前の2017年度の数値と比較しても，みなとみらい
図書館における2021年度の利用率は高いと言える。

次に平塚図書館であるが，コロナ以前の利用率は
横浜より明らかに高かったが， 近年は減少傾向で
あった。2020年度と2021年度の状況は横浜図書館と
ほぼ同じである。平塚図書館に関しては，みなとみ
らいキャンパス開設に合わせて経営学部と関連図書
が移転したことが大きく影響したと考えられる。コ
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の利用意欲に影響したとは言い切れない。ただし，
新型コロナウイルスの影響で2020年度は大学や図書
館を取り巻く環境が大きく変化した。2021年度は
徐々に平常に戻りつつある過渡期であると考えら
れ，貸出冊数の回復に貸出アプリが寄与した可能性
はある。

3.1.5　学生の貸出冊数の推移
貸出アプリの導入が，新型コロナウイルスの影響

により大きく減少した平均貸出冊数の回復に寄与し
たかどうかを判断すべく，キャンパス別の学生の貸
出冊数の推移をみていく。

この分析では，みなとみらいキャンパスに設置さ
れている学部（経営学部，国際日本学部，外国語学
部）を学部群 A，横浜キャンパスに設置されてい
る学部（法学部，経済学部，人間科学部，工学部）
を学部群 B，湘南ひらつかキャンパスに設置されて
いる学部（理学部）を学部群 C と呼称する。

表10　学部群 A の年間貸出冊数推移

2017 2018 2019 2020 2021
貸出冊数 28,906 25,739 22,613 5,396 15,366
学生数 4,102 4,194 4,042 4,277 4,462
平均 7.05 6.14 5.59 1.26 3.44

表11　学部群 B の年間貸出冊数推移

2017 2018 2019 2020 2021
貸出冊数 42,177 39,509 38,753 6,487 15,099
学生数 12,194 12,203 11,777 11,614 11,350
平均 3.46 3.24 3.29 0.56 1.33

表12　学部群 C の年間貸出冊数推移

2017 2018 2019 2020 2021
貸出冊数 11,749 10,232 9,018 894 3,067
学生数 1,629 1,581 1,520 1,553 1,521
平均 7.21 6.47 5.93 0.58 2.02

表 8　年間貸出冊数の推移（国際日本学部）

2020 2021
貸出冊数 503 4,205
学生数 308 611
平均 1.63 6.88

表 9　年間貸出冊数の推移（外国語学部）

2017 2018 2019 2020 2021
貸出冊数 15,754 14,525 13,428 3,322 6,869
学生数 1,956 1,966 1,895 1,793 1,675
平均 8.05 7.39 7.08 1.85 4.10

図 6　三学部の平均年間貸出冊数の推移
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まず経営学部であるが，2017年度から2019年度に
かけて平均貸出冊数は減少傾向にあったものの，
2021年度のみなとみらいキャンパスの学生の平均貸
出冊数である3.44冊と比較しても高い数字になって
いた。なお他学部にも言えることであるが，2020年
度は新型コロナウイルスの影響があり，貸出冊数が
大きく減少している。経営学部に関しては，2019年
度以前の数字と比較し，2021年度の数字は回復し
きっていない。

続いて国際日本学部であるが，2020年度に設置さ
れたためデータは 2 か年のみであり，母体となる学
生数も2023年度に向けて増加していくことになる。
2020年度から2021年度にかけて貸出冊数は大きく伸
びているが，新型コロナウイルスによる利用制限が
徐々に解除されてきたことに留意する必要がある。

最後に外国語学部である。2020年度の国際日本学
部設置の際に，外国語学部から一学科移設されてい
るため，2023年度に向けて学生数が減少していく。
コロナ以前は利用意欲が経営学部以上に旺盛であっ
たが，2020年度に大きく落ち込んだ数字が，2021年
度に回復しきっていない状況である。

上記の通り，2020年度設置の国際日本学部を除け
ば，経営学部・外国語学部ともにコロナ以前は利用
意欲が旺盛であったため，貸出アプリの導入が学生 図 7　学部群別の年間貸出冊数推移
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にも努めた。このような活動の成果もあり，電子資
料の利用は2020年度に大きく伸びた。参考までに，
主だった電子書籍データベース（EBSCO ebook 
Collection，ProQuest Ebook Central，Maruzen 
eBook Library）の閲覧数の推移を掲載する。

洋書を中心に収録しているProQuest Ebook Central
は数字が小さくなっているが，どのデータベースも
利用が伸びており，紙資料の貸出数にある程度の影
響があったと思われる。

3.2　測定結果の分析
まず貸出手段の内訳であるが，貸出アプリの利用

は伸びていない。これは前述の通りカウンター応対
時に自動貸出機への誘導を優先したことが原因と思
われる。ただし，フロア別にみていくと，カウンター
や自動貸出機を利用しづらい 4 階以上ではアプリの
利用率が高い。図書館から離れたフロアに配架され
た資料の貸出手段となる，という点でアプリの導入
目的はある程度達成できていると思われる。

次に貸出冊数への影響であるが， みなとみらい
キャンパスは他キャンパスと比較し，貸出が増加し
ている。コロナ以前の数字と比較しても利用率が高
いことから，貸出アプリを含めたみなとみらい図書
館の環境が利用者の貸出行動へ良い影響を与えてい
ると考えられる。

ただし，貸出アプリのメインターゲットである学
部生に関しては，キャンパス別の貸出冊数の推移に
おいて，キャンパス間で大きな差異がみられない。
従って，残念ながら学生の利用意欲に対しては貸出
アプリが影響を与えられているとは言えない。

4．今後に向けて
まず貸出アプリの運用であるが， 横浜図書館の

サービスを開始することが次の目標となる。環境は
整いつつあるので，アプリやシステムの微調整を加
え，2022年度中のサービス開始を予定している。仮
に自動貸出機を他キャンパスにも展開する場合は設
置台数に応じてコストがかかるが，貸出アプリの適
用範囲拡大であれば，微修正で済みコストは抑えら
れる。ハードではなくシステムの開発で対応したこ
とで， 水平展開しやすいというメリットも得てい
る。みなとみらい図書館においても安定的なサービ
ス実施のため，引き続き富士通 Japan（株）と協力
していく。

効果測定でも触れた通り，貸出アプリの利用は現
時点では増えていない。特に学生に対して広報不足
と考えられるので，2022年度は新入生向けの必修授
業でアプリの紹介を展開するなど，広報の強化に努

まず，学部群 A の合算値であるが，2017年度か
ら2019年度にかけて緩やかに減少傾向にあったが，
2020年度に大きく減少，2021年度は前年度比 2 倍の
数字であったが，2019年度以前の数字には届いてい
ない。

次に学部群 B であるが，学部群 A と同様の傾向
がみられる。2021年度の回復度合いも前年度比で見
れば学部群 A と大きく変わらず，コロナ以前と比
較しても同程度の落ち込みである。

最後に学部群 C であるが，傾向は他キャンパス
と同じである。学部群 C では2020年度の落ち込み
が大きかったため，2021年度の回復度合いも大きく
見えるが，コロナ以前との比較では落ち込みが大き
くなっている。

上記の通り，3 学部群で大きな違いはない。なお，
日本図書館協会の『日本の図書館統計』12）によれば，
私立大学図書館の館外貸出冊数は減少傾向であり，
2017年度から2019年度にかけての減少傾向も本学の
みの傾向ではないと考えられる。また，本学では
2020年度のコロナ禍においても，学生に対して公費
負担での資料の配送貸出返却サービスを実施してい
たことを付け加える。

また，新型コロナウイルスの影響が顕著であった
2020年度，2021年度においては本学でも電子書籍の
購入やサブスクリプション契約を拡大した。特に利
用頻度の高いシラバスに記載された教科書や参考書
については積極的に購入した。さらにアクセス方法
やリモートアクセスについて利用案内を作成し広報

表13　電子書籍の利用数推移

2019 2020 2021
EBSCO 511 7,133 1,663

ProQuest 94 531 118
Maruzen 823 10,812 6,027

合計 1,428 18,476 7,808

図 8　電子書籍の利用数推移
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2022年度以降も引き続き実施し，結果の推移を把握
していく。

その他，アプリの使い心地や活用方法などに関す
るインタビューやアンケート調査を，学生や教職員
に向けて実施することを検討している。

全学的に貸出冊数の減少が顕著である傾向につい
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ていない。借りられることだけが資料の価値基準で
はないが，何らかの理由で学生が借り出しを躊躇し
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解消すべきであると考える。

5．おわりに
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なるなど，ある種ピンチをチャンスに変えてくれる
存在となった。

しかし，優れたシステムも使ってもらえなければ
導入した意味はなく，利用実績が低調なままでは意
義が疑われる。今後は貸出アプリの活用方法につい
て，様々な角度から検討し，改善に努めていきたい。
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